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第38期第10回公運審

令和8年10月14日

公民館名 事業区分 講座名

子どもの人権講座「子どもが豊かに育つために」

市民講座「アナウンサーから学ぶ　知って得するコミュニケーション術」

貫井南分館 成人教育事業 成人学校「Canvaでつくろう！推し活デザイン」

東分館 成人教育事業 成人学校「小・中学生のための自転車交通ルール解説」

緑分館
委託事業者
独自事業

図書館・公民館連携事業「みどり子ども司書養成講座2026―めざせ ！キッ
ズ・ライブラリアン―」

青少年教育講座　世代間交流の推進「親子折り紙ワークショップ（ドラゴン
を作ろう）

青少年教育講座　子ども体験講座「やさしく楽しく学ぶ理科実験　アニメー
ションの不思議」

青少年教育講座　世代間交流の推進「シール作りワークショップ＆シール交
換会」

青少年教育講座　世代間交流の推進「親子折り紙ワークショップ（パンダを
作ろう）

青少年教育講座　世代間交流の推進「タイルアートでフォトフレームを作ろ
う」

青少年教育講座　世代間交流の推進「革職人たいけん！マルチケースを作ろ
う！」

委託事業者
独自事業

図書館・公民館連携教育事業「ビブリオバトルinぬくきた」

貫井北分館

公民館事業の報告

少年教育事業

青年教育事業

本館 成人教育事業





土

木

土

土

土

企画実行委員・
担当職員感想

講師もその分野の専門家が揃い、内容が濃かった。新たな取り組みとして、第５回で子どもたちと意見交換
をする場を設けたが、好評だった。ただし、初めての取り組みで、講座内容含め、子どもたちとの調整が思
い通りにいかなかった部分もあったので、反省したい。

企画実行委員 菅沼 担当職員 伊東

参加者感想
（一部抜粋）

・性のはなしは、大人も子供も、皆が、知ることが、大切だと思います。わかりやすい話でした。
・有益な内容をたくさん聞くことができてよかったです。子供が１８歳になるまで、子供と一緒にＳＮＳについて学んで
いこうと改めて思いました。
・不登校の子どもの実態をわかりやすくお話していただけてよかった。不登校の子どもについて、色々な選択肢がもっと
もっとあるといいと思う。
・楽しかったです。お互いの交流ができることで「知る」ことがはじまるので、もっと子どもとの交流ができたらいいと
思います。

4 6月27日 14-16 子どもが学校にいかなくなるとき（参加16人）
朝倉景樹さん（教育社会学者、NPO法人
TDU・雫穿大学代表)

5 7月18日 13-1430 声をあげ始めた子どもたち〜⽣徒の意見が学校
を・まちを変える〜（参加18人)

田頭 祐子さん（子どもの人権講座準備
会委員）

2 6月11日 14-16 子どもとＳＮＳ（参加16人）
高橋暁子さん（ＩＴジャーナリスト、成
蹊大学客員教授）

3 6月20日 14-16 「父親（おやじ）」が気づいた遊びの権利（参加
13人）

小林 浩さん（日本社会教育士会理事）

回 日程 内容（実施場所等） 講師（肩書）

1 5月30日 14-16 乳幼児からはじまる性教育（参加20人）
北山ひと美さん（和光小学校・和光幼稚
園前校園⻑・一般社団法人“人間と性”教

実施場所 公⺠館本館学習室Ｂ
８０代以上 5人 貫井南町 12人
不明 12人 市外（在勤・在学） 17人

受付方法 Ｅメール、申込フォーム、往復はがき
６０代 16人 桜町 3人
７０代 16人 貫井北町 3人

募集方法 市報、月間こうみんかん、チラシ、HP
４０代 17人 前原町 12人
５０代 9人 本町 7人

対象者 市内在住・在勤・在学の方
２０代 緑町 6人
３０代 7人 中町 10人

東町 12人

受講者数 男 女 そのほか 中学⽣ 1人 梶野町
保育 あり 参加費 なし 中学⽣以下

1人
11人 72人 15歳以上 関野町

83人

施設名 事業名 講座名

公⺠館本館 成人教育事業 子どもの人権講座「子どもが豊かに育つために」

目的・ねらい
「子どもの人権」という観点から、子どもたちを取り巻く現代の様々な問
題を取り上げる。子どもたちが他人を尊重し、互いに認め合う心を育てて
いくために、大人たちができることを考える。

定員 各回30人 応募者数 101人 区分 実人数 区分 実人数
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土

区分 実人数

関野町

施設名 事業名 講座名

公⺠館本館 成人教育事業 市⺠講座「アナウンサーから学ぶ 知って得するコミュニケーション術」

目的・ねらい
アナウンサーから日常の中で誰でもすぐに実践できるコミュニケーションの
基本を学び、人とコミュニケーションすることの楽しさを実感する。

定員 30人 応募者数 61人 区分 実人数
東町 2人

受講者数
（延べ数）

男 女 そのほか 小学生 1人 梶野町
保育 無 参加費 無料 小学生以下

1人

対象者 市内在住・在学・在勤の方
15歳以上 緑町 6人
２０代 中町 1人

25人
5人 20人 中学生

1人
４０代 5人 本町 8人

募集方法 市報、月刊こうみんかん、チラシ、HP、Ｘ
３０代 2人 前原町

1人
６０代 5人 貫井北町 2人

受付方法 市申込フォーム、Ｅメール、はがき
５０代 5人 桜町

2人
８０代以上 1人 在勤・在学 1人

実施場所 公⺠館本館学習室Ｂ
７０代 6人 貫井南町

回 日程 内容（実施場所等） 講師（肩書）

1 9月26日 10〜12時
アナウンサーの実践するコミュニケーション術を
座学で学ぶとともに、実践し、体得することによ
り、日々の会話を楽しみ、生活を豊かにする。

川手 耀さん
（フリーアナウンサー）

企画実行委員・
担当職員感想

実際に活躍されているアナウンサーの方に来ていたただいたので、申込も多く集まった。講座内容も、アナウンサー
の実践で行っている発声方法や、原稿の覚え方等、アナウンサーからでないと学ぶことができない内容で良かった。
最後に質問の時間を設けたが、日常のコミュニケーションにおける悩み等が十数個ほど出たことから、受講者のコ
ミュニケーションへの注目度・関心度の高さを感じることができた。

企画実行委員 飯塚、武藤 担当職員 伊東

参加者感想
（一部抜粋）

〇本日は貴重な時間ありがとうございました。アナウンサーになる一歩になったと思いました。
〇とてもタメになりました。すごく面白い講義でした。参加して本当によかったです！自分の仕事やプライベートに
活かしていきたいと思います。ありがとうございました！！
〇第一印象からとてもすばらしく、美しくてお話がとっても上手だなと改めておもいました。ぜひまたおききしたい
です。ありがとうございました。鼻うがい今日からやってみます。
〇「”ペアやグループで組んで何か”というワークはやりません」と最初に伝えてくれて、よかったです。安心して聴
くことができました。それでも、短い時間でいろいろな気づきのある、お話でした。日常の中で、生かしていきたい
と思います。ワークシートもおもしろかったです。
〇緊張しないコツや表情トレーニング、複式呼吸のコツなど知れてとても良かったです。とても良い講座でした。
〇本物のアナウンサーに直接会えるのを目的に受講しました。第一印象からして、憧れてしまいました。自然な笑
顔、好感度は、さすがだと思いました。質問の答えが的確でよくわかりました。
〇子育てをしながら元気にエネルギッシュに活動（仕事）をされているお姿にたくさんの”元気”をいただきました。
年を重ねても常に向上心を失わないよう頑張ろう！と思いました。地域の中でも今回学ばせていただいた”コミュニ
ケーション”術を生かし、明るい灯を周りの方々へも広げていきます。
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企画実行委員・
担当職員感想

講座進行にあたって、freeWi-Fiを使用したところ、10人強の接続は不安定でアプリが停まる
こともあったが、ウチワデザインとスマホ壁紙デザインを完成することができた。

企画実行委員 大木・鈴木 担当職員 永嶋

参加者感想
（一部抜粋）

・使いこなせない携帯でしたが、丁寧なご指導で楽しく作成できました。
・基礎知識が不足で、説明についていくのが大変な中、丁寧に教えていただきありがとうご
ざました。初めての挑戦でしたが、高齢にはとても新鮮でした、参加できてよかったです。

4

5

2

3

回 日程 内容（実施場所等） 講師（肩書）

1 8月7日 10-12 「Canva」アプリでデザインする 南由紀子さん（webデザイナー）

実施場所 公⺠館貫井南分館 ITルーム
７０代 2人 貫井南町 1人
８０代以上 市外（在勤・在学）

受付方法 市申込フォーム・Eメール
５０代 2人 桜町
６０代 4人 貫井北町 1人

募集方法 市報・月刊こうみんかん・チラシ
３０代 前原町 1人
４０代 1人 本町 ２人

1人

対象者 市内在住・在勤・在学の方
15歳以上 緑町 2人
２０代 中町

東町

受講者数
（延べ数）

９人 男 女 そのほか 小学生 梶野町
保育 なし 参加費 520円 小学生以下

1人
９人 ２人 ７人 中学生 関野町

施設名 事業名 講座名

貫井南分館 成人教育事業 成人学校「Canvaでつくろう！推し活デザイン」

目的・ねらい

ICT講座として、初心者でも扱いやすいデザインツール「Canvaアプリ」を活用す
る。楽しみながらデザインを学び、イベントで活用できるオリジナルウチワの作
成と、家族や友人などと「好き」を共有できるスマホ壁紙をつくる。

定員 10人 応募者数 14人 区分 実人数 区分 実人数
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土

企画実行委員・
担当職員感想

前半はDVDを鑑賞してから交通課職員による自転車の交通ルールや事故防止についての講義解説。後半は、
実際の事故事例を題材にグループワークを行い参加者同士で意見を出し合った。交通ルールを守ることが命
を守ることに直結するという事を警察署員から伝えられ、意義のある講義となった。

企画実行委員 小畑、渡部 担当職員 坂根、浅香

参加者感想
（一部抜粋）

・そんなじこがおこっていることを知らなかった。どうしたらじこにならないかをしれてよかった。これか
らもそんなことがおこらないようにしなきゃ。
・すごくわかりやすくせつめいができていてとてもよかったです！べんきょうになりました！
・グループワークがあったのは良かったが、低学年ではなかなか初対面のこと話し合うことができない様子
だった。

回 日程 内容（実施場所等） 講師（肩書）

1 9月26日 10−1130 講義・グループワーク・質疑応答 小金井警察署員

実施場所 東分館学習室A・B
７０代 貫井南町
８０代以上 市外（在勤・在学）

受付方法 Eメール、LOGOフォーム
５０代 1人 桜町
６０代 貫井北町 5人

募集方法
市報、月刊こうみんかん、ポスター、チラシ、
ＨＰ、ＨＰ、X、まなびぽけっと

３０代 4人 前原町 6人
４０代 13人 本町

対象者 市内在住・在学の小中学生とその保護者
15歳以上 緑町
２０代 中町 4人

施設名 事業名 講座名

東分館 成人教育事業  成人学校 「小・中学生のための自転車交通ルール解説」

目的・ねらい

近年、子どもが関係する自転車事故は増加傾向にあり、そのなかで自転車側に安全不確認や一
時不停止等の違反があったケースは全体の自転車関連事故の７割を超えている。本講座では、
子どもと保護者を対象に、自転車利用時の基本的な交通ルールやマナーを学び、安全意識の向
上と事故防止を図る。

定員 40人 応募者数 65人 区分 実人数 区分 実人数

2人
19人 17人 中学生 2人 関野町

東町 19人
16人 梶野町受講者数

（延べ数）
男 女

保育 0 参加費 なし 小学生未満
そのほか 小学生36人

（36人）

4



土

月

火

水

金

なし 参加費 500円（材料費） 小学生以下

施設名 事業名 講座名

緑分館 委託事業者独自事業 図書館・公⺠館連携事業「みどり⼦ども司書養成講座２０２６―めざせ ！キッズ・ライブラリア
ン―」

目的・ねらい

文部科学省の第五次「⼦どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」で「⼦ども司
書」が明記されている。⼦ども達が司書の知識や技術を習得した後に、友達や家族、
地域の人たちに読書の楽しさを広める⼦どもの読書推進リーダーを養成する機会を提
供することを通して、⼦どもの読書活動の推進を支援することを目的とする。

定員 8人 応募者数 12人 区分 実人数 区分 実人数
東町 1人保育

図書館職員

図書館実習〜排架・返却業務体験〜
閉講式 図書館職員

10-12

1人 7人 0人 中学生 関野町

市内在住・在学の小学３年生〜６年生
15歳以上 緑町 2人
２０代

8人
（40人）

梶野町

中町

男 女 そのほか 小学生 8人

募集方法 市報、月刊こうみんかん、チラシ、ポスター、市ＨＰ、緑セ
ンターＨＰ、Ｘ、市内小学校の学校図書館にチラシ設置

３０代

受講者数
（延べ数）

対象者

前原町 2人
４０代 本町 2人

受付方法 市申込フォーム、メール、往復はがき
５０代 桜町
６０代 貫井北町

実施場所
緑分館視聴覚室、研修室Ａ＋Ｂ、
図書館緑分室

７０代 貫井南町 1人
８０代以上 市外（在勤・在学）

回 日程 内容（実施場所等） 講師（肩書）

1 7月25日 10-12 開講式
図書館講義①〜図書館・司書について〜 図書館職員

2 7月27日 10-12

4 7月29日 ⼿製本体験〜自分の⼿で本を作ってみよう〜 本間あずさ（空想製本屋 主宰）

企画実行委員・
担当職員感想

図書館職員が、講師として司書の技術的な部分を担当した。また、社会教育実習生２人も実習をしながら講座をサポート
した。第３回のビブリオバトルでは、各人がルールに基づきながらお薦めの本を紹介した。第４回の⼿製本体験では、市
内で活躍する製本家を講師に招き、実際に自分の⼿で本を作りながら、本の構造や名称について学んだ。⼦ども達は楽し
く参加すると共に、学んだことを活かしたい等の感想が寄せられ、日常の図書館活用の充実にも繋がる講座となった。次
年度も開催し⼦ども読書活動の推進を支援していきたい。

企画実行委員 なし 担当職員 倉本

参加者感想
（一部抜粋）

・最初の日では分類０〜９で分けるのがむずかしかったけど楽しかった。ビブリオバトルでは、ふだんできないものをで
きて楽しかった。自分が読んだことがないものも聞けて楽しかった。⼿製本体験では、自分だけのオリジナルの本を作っ
て自分でイメージできるのが良かった。
・本当はできないことなども教えてもらえてよかったです。そのおかげでどうゆうしごとをしているかなども分かってき
ました。いままでならったことをいかしてみようと思います。⼦ども司書のおかげで本のことをしれてよかったです。

3 7月28日 10-12 図書館講義③〜ビブリオバトル〜 図書館職員

10-127月31日5

図書館講義②〜ビブリオバトルについて〜
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日

施設名 事業名 講座名

貫井北分館 少年教育事業
⻘少年教育講座 世代間交流の推進「親⼦折り紙ワークショップ（ドラゴンを
作ろう）

目的・ねらい
夏休みに公⺠館を利⽤してもらい、講師や参加者同⼠など、世代を超えた交流を促進
する

定員 ８組16人 応募者数 15組31人 区分 実人数 区分 実人数
保育 参加費 小学生以下 東町 2人

受講者数
（延べ数） （8組） 11人 7人 18人 中学生 関野町

18人 男 女 計 小学生 10人 梶野町

3人
２０代 中町 3人

対象者 市内在住・在勤・在学の小学生と保護者
15歳以上 緑町

４０代 8人 本町
募集方法

市報、月刊こうみんかん、ポスター、チラシ、
市HP、貫井北センターHP、Ｘ

３０代 前原町

６０代 貫井北町 2人
受付方法 Eメール、往復はがき（多数抽選）

５０代 桜町

8人
８０代以上 市外（在勤・在学）

実施場所 貫井北分館 創作室
７０代 貫井南町

企画実行委員・
担当職員感想

・講師の丁寧な指導で、参加者全員が作品を完成することができた
・昨年度の反省を踏まえ創作室で開催したが、座る位置によっては講師の手元が見えにくかった
りした

企画実行委員 塚田 担当職員 野津

参加者感想
（一部抜粋）

・すごくむずかしかったこともあったけどドラゴンのおりかたをよく知れてよかった。
・ステッキおってみたいです。はねのところがむずかしいからこんどはもっとできるようになり
たいです。
・楽しかった。もっと折り紙を続けて知っていきたい。

回 日程 内容（実施場所等） 講師（肩書）

1 8月2日 10-12 ドラゴンを作ろう 今井 雄大さん（折り紙作家）
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木

木

施設名 事業名 講座名

貫井北分館 少年教育事業
⻘少年教育講座 ⼦ども体験講座「やさしく楽しく学ぶ理科実験 アニメー
ションの不思議」

目的・ねらい
科学実験や科学工作、科学の本の読み聞かせ等を通して日常にひそむ不思議に気付
き、その背後にある理科の面白さを体験することを目的とする。

定員 各回16人 応募者数 46人 区分 実人数 区分 実人数
東町

受講者数
（延べ数）

31人 男 女 計 小学生 31人 梶野町
保育 参加費 500円 小学生以下

5人
(31人) ー ー 31人 中学生 関野町

対象者 市内在住・在勤・在学の小学生
15歳以上 緑町 4人
２０代 中町 3人

募集方法
市報、月刊こうみんかん、ポスター、チラシ、
市HP、貫井北センターHP、X

３０代 前原町 1人
４０代 本町 5人

受付方法 往復はがき、Eメール（多数抽選）
５０代 桜町 3人
６０代 貫井北町 6人

企画実行委員・
担当職員感想

・本講習のように⼦どもの時からの生のコミュニケーションを取る（グループ活動）機会を作る
事はコミュ力不足が言われる今に必要なことではないかと思った。
・⼦ども達も大変集中して、興味深く楽しい学習であったと思う。講師の方の教え方もわかりや
すく、大変よかったと思いました。

企画実行委員 江刺、塚田、増田 担当職員 榮田、伊藤

参加者感想
（一部抜粋）

・のうみそがサービスをすることがおもしろかったです。
・思ったことは、みぢかにあるかみや太陽の光のようなことで、たくさんのじっけんができたり
することが、本当にすごいとおもいました。はじめて知りました
・目では、ほんとうのことなどをちゃんとわからないときがあるが、わからないということをつ
かっておもしろいことができることをしった。
・作品を作るのはたのしいし、さいごの本をしょうかいしてくれるのがうれしい！！

回 日程 内容（実施場所等） 講師（肩書）

8月6日 10-12

不明
貫井北分館 創作室

8月6日 14-16

７０代 貫井南町
実施場所

2人
８０代以上 市外（在勤・在学） 2人

ソーマトロープ（パラパラ漫画）やゾート
ロープ（回転のぞき絵）を作って楽しみな
がら、絵が動いて見えるアニメーションの
不思議（錯視と補完）を探る。

 原口 るみさん
（東京学芸大学 准教授）
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木

木

施設名 事業名 講座名

貫井北分館 少年教育事業 ⻘少年教育講座 世代間交流の推進「シール作りワークショップ＆シール交換会」

目的・ねらい
夏休みに公⺠館を利⽤してもらい、講師や参加者と、学校や学年を超えた交流を促進
する。

定員 各回16人 応募者数 51人 区分 実人数 区分 実人数
東町 5人

受講者数
（延べ数）

31人 男 女 計 小学生 31人 梶野町
保育 参加費 500円 小学生以下

1人
2人 29人 31人 中学生 関野町

5人
２０代 中町 4人

対象者 市内在住・在学の小学生
15歳以上 緑町

3人
４０代 本町 4人

募集方法
市報、月刊こうみんかん、ポスター、チラシ、
市HP、貫井北センターHP、Ｘ

３０代 前原町

1人
６０代 貫井北町 5人

受付方法 Eメール、往復はがき（多数抽選）
５０代 桜町

3人
８０代以上 無回答

実施場所 貫井北分館 生活室A・B
７０代 貫井南町

回 日程 内容（実施場所等） 講師（肩書）

8月20日 10-12 シール作りワークショップ及び交換会 mimosa（ハンドメイド作家）

8月20日 13-15 シール作りワークショップ及び交換会 mimosa（ハンドメイド作家）

企画実行委員・
担当職員感想

・全体を通して、講師の1人1人への温かく丁寧な対応が、参加者と共に明るく楽しい空間を創っていた。講
師による分かりやすい説明とサポート体制も十分であったため、どの参加者もリラックスした雰囲気でシー
ル作りを楽しんでいた様子だった。
・交換会は、参加者同士すぐに打ち解け交流が始まり、大変賑やかな雰囲気で進行した。一方、１人になっ
ていた参加者が輪に入れるよう、講師による声掛けがあったことが印象的だった。また10冊以上のシール帳
を持参した参加者が数人おり、シールへの人気を実感した。
・数人ではあるが、交換会に参加しない参加者・保護者への対応が発生し、対応に手間取った。

企画実行委員 佐藤、原 担当職員 吉田

参加者感想
（一部抜粋）

・たのしいし、おもしろいし、わかんないところは、おしえてくれて、うれしかった。
・かわいいパーツがたくさんあって、ワクワクした。
・シール作りは、とても楽しいということにきづけた。
・先生たちが優しくせっしてくれてうれしかったし、あんまりかわいい作品は作ったことがな
かったから楽しかった。
・シール交かんを通じて、いろいろな人と仲良くできて、とても楽しかった。シール作りも、と
ても楽しかった。
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日

参加者感想
（一部抜粋）

・むずかしいところもあったけど先生がわかりやすく教えてくれた
・おりがみをくふうするといろんなものをおれることをしってびっくりしました

企画実行委員・
担当職員感想

・難しい箇所があったが、講師が一人ひとり丁寧に教えてくれた

企画実行委員 担当職員 野津・榮田

回 日程 内容（実施場所等） 講師（肩書）

1 8月23日 10-12 パンダを作ろう 今井 雄大さん（折り紙作家）

実施場所 貫井北分館 学習室C・D
７０代 貫井南町 2人
８０代以上 市外（在勤・在学）

受付方法 Eメール、往復はがき（多数抽選）
５０代 桜町 2人
６０代 貫井北町

募集方法
市報、月刊こうみんかん、ポスター、チラシ、
市HP、貫井北センターHP、Ｘ

３０代 1人 前原町 2人
４０代 3人 本町

対象者 市内在住・在勤・在学小学生と保護者
15歳以上 緑町
２０代 中町

東町 2人

受講者数
（延べ数）

8人 男 女 そのほか 小学生 4人 梶野町
保育 参加費 小学生以下

（4組） 2人 6人 中学生 関野町

施設名 事業名 講座名

貫井北分館 少年教育事業
⻘少年教育講座 世代間交流の推進「親⼦折り紙ワークショップ（パンダを作
ろう）

目的・ねらい
夏休みに公⺠館を利⽤してもらい、講師や参加者同⼠など、世代を超えた交流を促進
する

定員 ８組16人 応募者数 5組10人 区分 実人数 区分 実人数
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金

目的・ねらい
オリジナルの写真立てを作り、作品を披露しあいながら、参加者と学校や学年を超え
た交流を促進する。

定員 16人 応募者数 34人 区分 実人数 区分 実人数

施設名 事業名 講座名

貫井北分館 ⻘年教育事業
⻘少年教育講座 世代間交流の推進「タイルアートでフォトフレームを作ろ
う」

保育 参加費 800円 小学生以下 東町 2人

受講者数
（延べ数） ５人 11人 中学生 3人 関野町

男 女 そのほか 小学生 13人 梶野町
16人

3人
２０代 中町 1人

対象者 市内在住・在勤・在学の小中学生
15歳以上 緑町

4人
４０代 本町 1人

募集方法
市報、月刊こうみんかん、ポスター、チラシ、
市HP、貫井北センターHP、Ｘ

３０代 前原町

1人
６０代 貫井北町 2人

受付方法 Eメール、往復はがき（多数抽選）
５０代 桜町

2人
８０代以上 市外（在勤・在学）

実施場所 貫井北分館 創作室
７０代 貫井南町

企画実行委員・
担当職員感想

・最初からフレームにタイルを貼るのではなく、まず型紙にタイルを並べてデザインや位置を決
めて、そこからフレームにボンドで貼り付けることで失敗もなく、作業がスムーズだった。
・後半、作品が完成して飽きてしまって帰りたがる参加者がいたものの、保護者は12時に迎えに
来ることになっているので、対応に苦慮したが、怪我や事故がなく終了して良かった。

企画実行委員 塚田、佐藤 担当職員 榮田

参加者感想
（一部抜粋）

・タイルの色や並び方によってまったく違うものになるからおもしろいなと思った。絵を最近か
いてないから久しぶりにかけて楽しかった。
・色々なタイルの色や形があって、自分好みの工作が出来上がり、嬉しかった。時間がかかった
けど、最後まで出来て良かった。
・さい初はきんちょうしたけどどんどん楽しくなった。

回 日程 内容（実施場所等） 講師（肩書）

1 8月7日 10-12 「タイルアートでフォトフレームを作ろう」 伊東 亜由さん（タイル作家）
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金

企画実行委員・
担当職員感想

・もの作りが好きで指示を聞いて実行できる参加者が多く、大変円滑な進行だった。反面、講座中は全体的
に静かで、時間が余った参加者も多々いた。
・講師が経験豊富で紙芝居や動物の革当てクイズをしながら、知識も伝える講座だったため、参加者のアン
ケートから「動物の命を最後までいただくことの大切さを知った」という思いもよらない反応があった。言
葉や態度に表出しなくとも、参加者が感じ、講師の想いが伝わっていた講座だったと感じた。

企画実行委員他 土屋、原 担当職員 吉田

参加者感想
（一部抜粋）

・作品の制作をしていると、つい夢中になり、時間があっというまに過ぎてしまうくらい楽しかった。
・動物の大切さについて知れて革の貴重さを学べた。
・革についてくわしく知れたから、おもしろかった。皮と革の違いが分かった。
・大切な⽜やひつじのかわをつかわせていただいて、とてもきちょうなたいけんだったな、とおもいました。お⺟さん
ともやってみたいです。

回 日程 内容（実施場所等） 講師（肩書）

1 8月14日 10-12 革でオリジナルマルチケースづくり 南由紀子（革工房こじか主宰）

８０代以上 市外（在勤・在学） 1人
実施場所 貫井北分館 学習室A・B

７０代 貫井南町
６０代 貫井北町 4人

受付方法 Eメール、往復はがき（多数抽選）
５０代 桜町
４０代 本町

募集方法
市報、月刊こうみんかん、ポスター、チラシ、
市HP、貫井北センターHP、Ｘ

３０代 前原町
２０代 中町 1人

対象者 市内在住・在学の小中学生
15歳以上 緑町

2人 8人 10人 中学生 3人 関野町 3人

東町 1人

受講者数
（延べ数）

10人 男 女 計 小学生 7人 梶野町
保育 0 参加費 無料 小学生以下

目的・ねらい
夏休みに公⺠館を利⽤してもらい、まちの先生や参加者と、学校や学年を超えた交流
を促進する。

定員 10人 応募者数 32人 区分 実人数 区分 実人数

施設名 事業名 講座名

貫井北分館 ⻘年教育事業 ⻘少年教育講座 世代間交流の推進「革職人たいけん！マルチケースを作ろう！」
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土

担当職員 田中、國田、安武、伊藤、榮田

企画実行委員・
担当職員感想

・バトラーとして、田中統括、中村事務局⻑、安武スタッフ、社会教育実習⽣２名が参加した。
・ビブリオバトルへの興味関心、勢いが薄れてきた事に加えて、原稿無しで人前で発表する事を
好まない方が多いため、バトラーの新規参加者の獲得は難しい。
・今後、ビブリオバトルを継続するか否かについて考える時期かと思われる。
・PCのカウント表示が消えてしまうことや、マイクの音量、位置など、次回開催時は事前にしっ
かりと調整や確認が必要である。

企画実行委員

参加者感想
（一部抜粋）

・本好きな人達と好きな本の共有ができるのは楽しい経験でした。
・初めて参加しました。読んだことのない本を紹介していただき、大変興味深く伺いました。更
に図書館を活用利用させて頂きたいと思いました。今度は自分がバトラーに出られるくらい読む
力をつけたいと思います。

-

回 日程 内容（実施場所等） 講師（肩書）

1 8月8日 10-12 知的書評合戦 -

実施場所 貫井北分館 学習室A・B
７０代 貫井南町
不明 3人 市外（在勤・在学） 7人

受付方法 図書館貫井北分室窓口、電話、メール
５０代 桜町
６０代 1人 貫井北町

募集方法
市報・カラーチラシ（市内の小中高及び大学な
どへ配付）・ポスター・当法人HP及びX

３０代 前原町
４０代 本町

対象者 小学⽣以上の方
15歳以上 2人 緑町
２０代 中町

施設名 事業名 講座名

貫井北分館
図書館・公⺠館連
携教育事業

「ビブリオバトルinぬくきた」

目的・ねらい
思いがけない本との出会いを企画として、知的書評合戦とも呼ばれる
「ビブリオバトル」を図書館連携事業で開催する。

定員 8人 応募者数 3人 区分 実人数 区分 実人数
東町

1人 梶野町
関野町

小学⽣以下
7人 そのほか 小学⽣受講者数

（延べ数） （７人）
男 女

保育 なし 参加費 なし

4人 3人 - 中学⽣
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